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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第80期

第３四半期
連結累計期間

第81期
第３四半期
連結累計期間

第80期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 70,358 69,935 92,289

経常利益 (百万円) 2,275 2,322 2,263

四半期(当期)純利益 (百万円) 920 1,368 772

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,020 1,648 1,097

純資産額 (百万円) 13,133 14,768 13,210

総資産額 (百万円) 80,593 80,699 80,071

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 37.89 56.34 31.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 15.33 17.26 15.51
 

　

回次
第80期

第３四半期
連結会計期間

第81期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 17.09 28.89
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緊急経済対策による公共投資の増加や、米国経済の

堅調な成長及び円安による輸出環境の改善などから企業収益が改善基調となったことに加え、消費税増税

を前にして耐久消費財など個人消費での駆け込み需要が重なるなど、堅調に推移しました。

物流業界におきましても、貨物輸送量は増加傾向で推移しましたが、円安を通じた軽油価格の高止まり

や、乗務員不足、委託料の上昇など、引き続き厳しい事業環境で推移しました。

当社グループでは、このような事業環境の中で、新中期経営計画の２年目として、コア事業である混載

事業における収益向上を図り、持続的な成長を目指した施策を展開しました。

営業面におきましては、グループの営業力強化を図るため、首都圏においてグループ各社の連携を強化

して、営業情報の共有化、総合営業による全国での出荷案件獲得及び顧客の囲い込みを積極的に展開しま

した。また、名鉄トラックグループの共同プロジェクトとして業務・輸送システムの再構築に向けた諸施

策を推進しました。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比0.6％減の

69,935百万円となったものの、営業利益は前年同期比3.3％増の2,341百万円、経常利益は前年同期比

2.1％増の2,322百万円となりました。四半期純利益は、投資有価証券評価損など特別損失が大幅に減少し

たことにより、前年同期比48.7％増の1,368百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間のセグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（貨物自動車運送事業）

貨物自動車運送事業では、景気回復基調の中、企業の生産活動改善により貨物輸送量は堅調に推移しま

した。これにより売上高は前年同期比1.7％増の62,051百万円となりましたが、運送委託の増加や軽油価

格の高止まりなどによる費用の増加もあり、売上総利益は前年同期比3.3％減の4,284百万円となりまし

た。

（航空利用運送事業）

航空利用運送事業では、国内航空貨物の取扱量の減少や、出荷量の減少などにより、売上高は前年同期

比6.2％減の5,938百万円となりました。一方で営業拠点の合理化による施設使用料などの減少効果もあ

り、売上総利益は前年同期比10.9％増の442百万円となりました。
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（流通事業）

流通事業では、個人消費の回復を受けて消費関連貨物の主要顧客を中心に取扱量は堅調に推移しました

が、一部の流通加工事業からの撤退や、メーカーの生産調整による請負業務の減少が大きく影響し、売上

高は前年同期比23.4％減の3,207百万円、売上総利益は前年同期比11.9％減の341百万円となりました。

（その他）

その他の事業では、新規の賃貸開始などにより、売上高は前年同期比18.7％増の111百万円となり、売

上総利益は前年同期比23.4％増の86百万円となりました。

　
（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の資産合計は、前連結会計年度に比べて627百万円増加して80,699百万円と

なりました。繰延税金資産が295百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が389百万円増加した

ことや、前払費用の増加などその他が378百万円増加したことなどにより、流動資産は517百万円増加し、

15,909百万円となりました。また、減価償却などにより有形固定資産が96百万円減少した一方で、投資有

価証券の時価上昇などにより投資その他の資産が139百万円増加したことなどにより、固定資産は109百万

円増加して64,789百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度に比べて930百万円減少して65,930百万円となりました。流動負債は6,288

百万円減少して34,236百万円となり、固定負債は5,357百万円増加して31,693百万円となりました。

リース債務を含む有利子負債は、前連結会計年度に比べて1,827百万円減少して39,105百万円となりま

した。

純資産合計は、前連結会計年度に比べて1,557百万円増加して14,768百万円となりました。これは主と

して利益剰余金が1,283百万円増加したことによるものであります。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,200,000

計 79,200,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,402,991 24,402,991
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 24,402,991 24,402,991 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 24,402 ― 2,065 ― ―

 

　

(6) 【大株主の状況】

　

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　 107,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　24,146,000 24,146 ―

単元未満株式 普通株式　　 149,991 ― ―

発行済株式総数 24,402,991 ― ―

総株主の議決権 ― 24,146 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式97株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
名鉄運輸株式会社

名古屋市東区葵二丁目12
番８号

107,000 ― 107,000 0.43

計 ― 107,000 ― 107,000 0.43
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 553 587

受取手形及び営業未収入金
※1, ※2 13,358 ※1, ※2 13,748

有価証券 2 2

貯蔵品 187 197

繰延税金資産 388 92

その他 939 1,317

貸倒引当金 △37 △34

流動資産合計 15,392 15,909

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 35,631 34,860

減価償却累計額 △23,927 △23,727

建物及び構築物（純額） 11,703 11,133

機械装置及び運搬具 25,539 25,592

減価償却累計額 △18,123 △17,570

機械装置及び運搬具（純額） 7,415 8,021

土地 38,239 38,158

リース資産 1,183 1,157

減価償却累計額 △831 △874

リース資産（純額） 351 283

建設仮勘定 － 35

その他 1,388 1,369

減価償却累計額 △1,020 △1,020

その他（純額） 367 349

有形固定資産合計 58,077 57,980

無形固定資産

リース資産 119 54

その他 518 651

無形固定資産合計 637 705

投資その他の資産

投資有価証券 2,403 2,770

長期貸付金 78 76

繰延税金資産 1,112 1,046

その他 2,462 2,293

貸倒引当金 △92 △83

投資その他の資産合計 5,964 6,103

固定資産合計 64,679 64,789

資産合計 80,071 80,699
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金
※2 9,088 ※2 9,574

短期借入金 19,968 13,370

1年内返済予定の長期借入金 5,597 5,445

リース債務 189 113

未払法人税等 260 338

賞与引当金 234 31

その他 5,186 5,362

流動負債合計 40,525 34,236

固定負債

長期借入金 14,799 19,872

リース債務 217 157

繰延税金負債 314 317

退職給付引当金 7,474 7,852

役員退職慰労引当金 153 124

資産除去債務 595 602

再評価に係る繰延税金負債 2,366 2,366

その他 414 399

固定負債合計 26,336 31,693

負債合計 66,861 65,930

純資産の部

株主資本

資本金 2,065 2,065

資本剰余金 1,534 1,534

利益剰余金 6,703 7,986

自己株式 △20 △21

株主資本合計 10,283 11,566

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 424 654

土地再評価差額金 1,711 1,711

その他の包括利益累計額合計 2,135 2,365

少数株主持分 791 835

純資産合計 13,210 14,768

負債純資産合計 80,071 80,699
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 70,358 69,935

売上原価 65,146 64,854

売上総利益 5,211 5,081

販売費及び一般管理費

人件費 1,588 1,486

施設使用料 440 423

その他 915 828

販売費及び一般管理費合計 2,945 2,739

営業利益 2,266 2,341

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 53 58

持分法による投資利益 8 10

受取手数料 51 45

補助金収入 83 13

貸倒引当金戻入額 3 －

その他 74 67

営業外収益合計 276 198

営業外費用

支払利息 253 199

その他 13 17

営業外費用合計 266 217

経常利益 2,275 2,322

特別利益

固定資産売却益 129 201

負ののれん発生益 26 －

その他 18 15

特別利益合計 174 216

特別損失

固定資産処分損 40 97

減損損失 62 3

投資有価証券評価損 160 0

退職給付費用 9 9

事業整理損失引当金繰入額 326 －

その他 2 25

特別損失合計 601 136

税金等調整前四半期純利益 1,848 2,403

法人税、住民税及び事業税 1,058 738

法人税等調整額 △192 248

法人税等合計 866 986

少数株主損益調整前四半期純利益 981 1,416

少数株主利益 60 47

四半期純利益 920 1,368
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 981 1,416

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38 232

その他の包括利益合計 38 232

四半期包括利益 1,020 1,648

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 961 1,598

少数株主に係る四半期包括利益 58 50
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高及び受取手形譲渡高

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形割引高 358百万円 375百万円

受取手形裏書譲渡高 15　〃 ―
 

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期

連結会計期間末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 80百万円 139百万円

支払手形 112　〃 97　〃
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及

びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 2,376百万円 2,333百万円

のれんの償却額 0　〃 0　〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 60 2.50 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 85 3.50 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 　 報告セグメント

その他
(注) 1

合計
調整額
(注) 2

四半期連
結損益計
算書計上

額
(注) 3

　 　
貨物

自動車
運送事業

航空利用
運送事業

流通事業 計

  売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 59,851 6,253 4,159 70,264 93 70,358 ― 70,358

　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,138 79 30 1,248 ― 1,248 △1,248 ―

計 60,989 6,332 4,190 71,512 93 71,606 △1,248 70,358

  セグメント利益 4,432 399 387 5,219 70 5,289 △78 5,211
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「貨物自動車運送事業」セグメント及び「航空利用運送事業」セグメントにおいて、建物及び構築

物、機械装置及び運搬具、土地、有形固定資産のその他、無形固定資産のその他を減損しました。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては「貨物自動車運送事業」で

47百万円、「航空利用運送事業」で15百万円であります。

　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

　

(重要な負ののれんの発生益)

貨物自動車運送事業セグメントにおいて、連結子会社である四国名鉄運輸㈱の株式を当社が追加取

得した際に負ののれんが発生しました。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては26百万

円であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 　 報告セグメント

その他
(注) 1

合計
調整額
(注) 2

四半期連
結損益計
算書計上

額
(注) 3

　 　
貨物

自動車
運送事業

航空利用
運送事業

流通事業 計

  売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 60,815 5,826 3,183 69,824 111 69,935 ― 69,935

　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,235 112 24 1,372 ― 1,372 △1,372 ―

計 62,051 5,938 3,207 71,197 111 71,308 △1,372 69,935

  セグメント利益 4,284 442 341 5,068 86 5,155 △74 5,081
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

　

(重要な負ののれんの発生益)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

   １株当たり四半期純利益 37円89銭 56円34銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益(百万円) 920 1,368

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益(百万円) 920 1,368

   普通株式の期中平均株式数(千株) 24,298 24,295
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士     井 上   嗣 平     印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士     鈴 木     實       印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月６日

名鉄運輸株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名

鉄運輸株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名鉄運輸株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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